
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本女性会議２００７ひろしま 

６月 1 日から、参加受付が始まりました。 

 
10 月 19 日(金)、20 日(土)、２日間にわたって開かれる「日本女性会議 2007 ひろしま」の内容がすべ

て決まりました。16 のテーマの分科会や講演、シンポジウムなどが開催されます。皆さんの関心のある

テーマが必ずあります。全体会では「世界がもし１００人の村だったら」の著者、池田香代子さんと、

最近「佐賀のがばいばあちゃん」で注目の吉行和子さんの講演があります。詳しくは次ページをご覧く

ださい。あなたはどちらに参加しますか？ 
参加申し込みは 6 月１日(金)から７月 31 日(火)まで。ファクスかホームページでお願いします。詳し

くはホームページ(http://www.hiroshima2007.info/)をご覧ください。皆様の参加をお持ちしています。 

 

 
 

ひろしま WENET は、女性団体・グループ及び個人が連帯し、全市的・横断的にその力を結集し

て女性問題の解決に向け行動することにより、団体の構成員及び個人のより一層の資質の向上と団体

活動の進展を図るとともに、広島市が目指す男女共同参画社会の実現に寄与することを目的としてい

ます。この広報紙は会員および一般のみなさまに WENET の活動を知っていただくために発行して

います。 

開催のご案内（募集要項） チラシ 



日本女性会議 2007 ひろしまプログラム 

 

2007 年 10 月 19 日（金）13：30～16：30 ･･･ 分科会 

広島国際会議場・グランドプリンスホテル広島ほか 

第 1分科会 

（福祉） 

最後まで私らしく 私の生き方は

私が決める 

第 9分科会 

（文化） 

山陽路･西国街道探訪 

第 2分科会 

（災害と女性施策） 

災害対策に女性の視点を 第 10 分科会 

（水の都 広島） 

水の都広島で水の環境を考える 

第 3分科会 

（国際交流と平和） 

戦争のない世界にするために 

～行動する広島の青年 

第 11 分科会 

（女性と政治参画） 

スローガンから戦略へ 

～女性の議会進出をどのように具体化し

ていくか～ 

第 4 分科会 

（子育て支援） 

命の始まりから ともに育ち･支え

合う子育て 

～父親が子育てにかかわると、家庭が変

わる･職場が変わる･地域が変わる～ 

第 12 分科会

（就労・働き方） 

CSR（企業の社会的責任）と SRI（社

会的責任投資） 

～ワーク･ライフ･バランスの観点から～ 

第 5 分科会 

（メディア） 

今 メディアを読み解く 

～ワークショップで、学びあい、語り合

うメディアとのつきあい方～ 

第 13 分科会 

（食育） 

食育のすすめ  

～大切なものを失った日本人～ 

第 6 分科会 

（地球環境） 

病みつつある地球 犠牲になるの

は誰か 

～環境問題は貧困問題･女性問題～ 

第 14 分科会 

（くらしと地域） 

いのちをつなぐ暮らし方―あなた

はどうしますか 

第 7分科会 

（キャリア教育） 

生きる力を育てるために 

～未来を拓く「キャリア教育」を探る～ 

第 15 分科会 

（女性の「こころとからだ」） 

「こころ」と「からだ」の発見  

～性差医療と性教育の視点から～ 

第 8 分科会 

（平和とヒロシマ） 

広島を歩こう ヒロシマを知ろう 第 16 分科会 

（ＤＶ） 

DV をなくしていくために お互い

を尊重しあえる社会を 

 

2007 年 10 月 20 日（土） ･･･  全体会 

広島国際会議場（フェニックスホール） 広島厚生年金会館（大ホール） 

9：00～ 9：35 開会セレモニー 9：00～ 9：35 開会セレモニー 

9：40～10：10 基調報告／板東久美子さん 

（内閣府男女共同参画局長） 

9：40～12：10 シンポジウム／男女共同参画

社会を超えて 

10：10～12：10 シンポジウム／平和を創り出

す若者たち 

13：20～13：50 基調報告／板東久美子さん 

（内閣府男女共同参画局長） 

13：20～14：50 記念講演／池田香代子さん 

（作家） 

13：50～14：50 記念講演／吉行和子さん 

（俳優） 

14：50～15：30 閉会セレモニー 14：50～15：30 閉会セレモニー 



男女共同参画社会づくりセミナー 

デート DV って何？ ～お互いを尊重し合う関係を築くために～ 

 
ひろしま WENET では、毎年「男女共同参画社会づくりセミナー」を開催し、この数年は特に DV（ド

メスティック・バイオレンス）について取り組んでいます。 
5 回目となる今回は若者間の DV である「デート DV」をテーマとして、デート DV 防止プログラム

を開発して大学や高校で実施しておられるアウェア代表の山口のり子さんを講師に「デート DV って

何？～お互いを尊重し合う関係を築くために～」と題して 12 月 16 日(土)広島市女性教育センターで開

催し、約 90 名が参加しました。 
山口さんは若者たちの間でも、親密な関係になったとたんに DV が起こることがあるとお話されまし

た。途中で上映されたビデオでは、若い男女の交際の場面を通じて、相手を支配する手段としての言葉

の暴力や身体的な暴力、相手の行動への束縛等が分かりやすく示されました。 
DV やデート DV が起こる背景には、三つの社会的要因、「力と支配」、「暴力容認」、「ジェンダー・バ

イアス※」があり、特に三つ目が一番大きい要因であること。そして、ＤＶをなくすには、男性・女性

といった性別の違いではなく、それぞれの個人の違いを認め、自分らしさを大切にすることが必要であ

ること。特に、若い人たちには「相手を束縛することや暴力を振るうことは愛情ではない」と気づいて

ほしいことをお話されました。 
また、最近の若者向けの歌の歌詞を取り上げて、ジェンダーバイアスが毎日の生活の中にあることを、

参加者に気づいてもらうなど、とても興味深いセミナーになりました。 
 

 
 

２００７国際女性デーひろしま 

 高木敏子さんをお迎えして 

3 月 10日(土)、国際女性デーを記念して第４回目「2007 国際女性デ

ーひろしま」が西区民文化センターで開催されました。映画｢ガラスの

うさぎ｣の上映と原作者高木敏子さんの講演には350人もの方が来場。

体調のすぐれない高木先生に快く講演をお引き受けいただき、貴重な

お話を聞かせていただきました。高木先生は、｢戦争を起こそうとする

のは人の心、戦争を起こさせないとするのも人の心｣と繰り返し話され

ました。征服、支配しようとする男の心に対し、子孫を産み育て、家

族の健康を願い祈る女の心を結集して、｢戦争を起こさせない心の輪を

広げて決して戦争をさせてはいけない」ということを 60 歳を過ぎた 
       被爆者として、家族を次々と失った者として、心に確かに感じました。 

また、｢戦争のない明日を子どもたちへ｣海外からのメッセージも 48 ケ国から 153 通届きました。一

人ひとりのメッセージは昨年よりさらに長く、皆さまの熱い思いが伝わってきました。3 月 3 日(土)～9
日(金)にわたる関連企画の東京大空襲に関わる資料や絵手紙の展示、講座｢世界の女性リーダーたち｣も、

お陰をもちまして 300 名の来場者があり、盛会に終了しました。

※ 男は仕事、女は家庭といった、社会にある性別による固定的な役割分担意識 

高木敏子さん 



２００７国際女性デーひろしま関連企画 

男性学・女性学講座「世界の女性リーダーたち」に参加して 

 

この講座は「2007 国際女性デーひろしま」関連企画として、3 月 3 日（土）、広島市女性教育センタ

ーで「世界の女性リーダーたち～もしあなたが女性リーダーになったら～」をテーマにワークショップ

という参加型の形式で行われました。 

講師は広島女学院大学教授の篠原收さん。篠原さんは、1945 年 3 月 3日に東京大空襲で生まれ育った

故郷の街を焼かれたことを話され、「自分は疎開していて空襲にはあわなかったのですが、今日 3 月 3

日という日に思いを馳せました」とあいさつされました。 

講演では、1975 年の国際女性年、1979 年女性差別撤廃条約（日本は 1985 年に批准）、1985 年ナイロ

ビ行動計画、1995 年北京女性会議という女性の社会的地位向上をめざした国際社会の取り組みを経て、

これから女性解放運動はどのように継承していくのか、また、世界の女性の政治参画度では日本の女性

の地位は、世界の参政権獲得年、女性の歴代大統領・首相、女性国会議員割合・女性大臣ランキングな

どの統計からみると、世界のなかで下位に位置していることを話されました。また、中部アフリカの国

ルワンダでは、紛争により男性が少なくなった結果ではあるが、闘争を支えていた女性が政治の場に出

て変化が起き、上下水道の完備など国民が要求していることがらに直結したこと、地位向上につながる

行動へと変化してきていること、女性が決定権のある場で活躍することは生活の場からの意見やアイデ

アは社会にとって大事なこと、などを事例や数値を交えてわかりやすくお話いただきました。 

このような講演をうかがった後、４班に分かれ、「もしもあなたが女性リーダーになったら・・・」 

（①統一選挙に向けて②女性政治家自身のエンパワーメントをめざす③マニフェストづくりに取り組も

う）というテーマでワークショップを行いました。30 歳代から 70歳まで 31 人が参加して討論し、政策

発表をするなど楽しいワークショップとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

いよいよ念願の「日本女性会議２００７ひろし

ま」大会が近づいてきました。参加だけでなく当

日のボランティアも募集しています。（ふ） 

第 23 号   平成 19 年 ３月 31 日 

発行者  広島市女性団体連絡会議 

      （広島市市民局人権啓発部 

            男女共同参画室気付） 

責任者  信政 ちえ子 

いつかきっと、あなたのお役に立つことがあります。 
 

レディーステレホンサービス （女性の医学的な問題

について女性医師が相談を受け付けます） 

０８２－２３２－７３２１ 

（土 14:00～16:00 第 5土曜日、休日等を除く） 

ひろしま DV ホットライン   
（シニア DV ホットライン） 

０１２０－９７５－０８０ 

（月・火・木 10:00～15:00 休日等を除く） 

女性の人権ホットライン ０５７０－０７０－８１０ 

（月～金 8:30～17:00 休日等を除く） 

子ども，人権１１０番 ０５７０－０７０－１１０ 

（月～金 8:30～17:00 休日等を除く） 

おしえてコールひろしま （広島市の業務、手続きに

関する内容や、観光、イベントなどについてお答えします） 

０８２－５０４－０８２２ 

（年中無休 8:00～22:00） 

広島市消費生活センター 

（商品やサービスなど消費生活に関する相談） 

０８２－２２５－３３００ 

(10:00～19:00 火、12/29～1/3を除く） 

 


